
様式１－１ 大牟田市立笹原小学校 ＮＯ１平成２４年度 学校評価報告書（職員自己評価→学校関係者評価委員の外部評価）
思考力・判断力・表現力の育成学校教育目標 重点目標自ら学び，たくましく生きる，

思いやりの心の育成人間性豊かな子どもを育てる。
評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改善計画

重点目標 目標達成のための方策 取組指標 成果指標 評価 結果（成果と課題） 評価 コメント 次年度における改善策 （案）（ ）
○笹原タイムの充実 ○市販テストで技能の点数 図書室をよく利用し読み聞かせをし，読書の ○繰り返し学習が学力向上に ○繰り返し学習の改善
（取組内容の例示と授業補助者の が５％アップ(国算） ３ すすめをすることで読書意欲が高まり読む力 つながっていることが分か ・評価の観点の違いによる適

確 学力の 確保） ○毎月の学年別本の貸し出 もついてきている。 りました。同じことを子ど 用題
×3を筆算でする向上 ○学力向上プラン し調査 も達にさせるというのは意 【例】Ａ 23

Ｂ ×3の計算の仕方を重 ○基礎・基本の徹底 ○市販テストや学力テスト 市販テスト・ テストは上回っていたが 外と難しいことです。そこCDT 23，
（国語・算数） の数値が全国平均を上回 ３ 全国学力テストでいくつかの項目が下回って をよくご指導されていると 図を使って説明させる

×3で求められる問か る いる。 感心しました。 Ｃ 23
題を作らせる。○自分で学習を進める学習の手引 ○市売テストで読解力の数 ワークシートは活用してきたが，まだ，自分 ○読書に関する時間がたくさ

きの作成とワークシートを通し 値が３ポイント以上向上 で学習を進めるまでにはいたっていない。 ん設けてあることは，とて ○読み取るワークシートと話し
点 言語活動 た学習 ３ 読解力の市販テストでは，全国平均を１０ポ もいいことだと思いました 合うワークシートを作成。。

な を通した イント上回った。 このことによる波及効果が ○新聞やレポートへの取組を，
思考力・ ○系統性をもとにした説明文指導 ○授業の後の協議で，児童 発言の仕方はずいぶん身についてきたが，お たくさん現れているように 各学年の掲示板に貼るなどお
表現力の の読みの視点の位置づけ（読み の表現の確かさを評価 互いの意見を取り入れながら高まっていくよ 感じます。ただ，家庭内で 互いに参考にできるようにし
育成とワ の）視点の明確化 ○論拠を明確にした発言， ３ うな交流になっていない。 の読み聞かせとなると，中･ ていく。A

目 学 ークシー 発表 読みの視点を活用して交流活動を学習に位置 高学年では，取組のやり方 【ペアや班での話し合い】
トを活用 づけることでねらいにせまる話し合い活動が を考えないと難しいかもし ○自分の考えを伝え合うだけで
した自力 できた。 れません。 なく，お互いの考えを取り入
学習の育 ○各教科で言語活動の導入を図 ○交流活動・プレゼン・新 国語・社会では新聞やレポート作りを取り入 ○家庭学習旬間を設けてある れて一つの意見にまとめる活

力 成 り，書く活動・交流活動・プレ 聞・レポートに学習した れてきた。国語･理科・算数では交流活動を ことは，とてもいいことだ 動などを取り入れる。
標 （国語） ゼンづくりなど ことが表現されているか ３ 中心に取り入れた。 と思います。自学の力を身 【全体での話し合い】

分析 書いたものを互いに発表し合って交流するこ につける機会にもなります ○考えの根拠を出し合う交流活。
とで考えに広がりや深まりが見られるように ただ，高学年になってマン 動を繰り返し行う。

・ なってきている。 ネリ化しないかと心配しま 「多様な考えの共通点を見い
○家庭学習旬間を設け，家庭学習 ・家庭学習ノートの点検と 毎日宿題チェックを行い，不十分な時にはや す。 だす 「異なる見方や考え方」

に 家庭学習 ノート の記入を徹底させる。 家庭学習の定着率の向上 り直しをさせ，家庭学習の定着を図った。 ○書写の宿題を出してほしい を統合する」等の交流の方向
の ・新聞記事に関するコメント 内容の工夫８０％の児童 ４ 宿題だけでなく自主的に家庭学習をしようと と思います。書写は，自分 性を明確にして，自他の考え

習慣定着 に数値を達成させる する児童が増えた。特に予習をする児童も見 の中で静かな時間が流れ， を高め合うという交流活動を知
られるようになり，意識が高まってきた。 集中力がつき，前向きに考 仕組む。

えるようになります。
，「 」 ）関 ○道徳教育の充実 道徳コーナーを活用したことで あいさつ ○言葉遣いや挨拶は，学校だ ○道徳の時間の充実(授業改善○振り返りカード等のチェック

賞賛のある学級作り，学級のき ○３５・３６時間の授業時 ３ 「思いやりの心 「友情 「愛校心」への意識 けでなく，家庭での習慣等 ・公開授業を活用した情報交換」 」
まりを守ることの徹底 数の確保 の高まりが見られた。 が重要であると思います。 ・教材・教具の財産化

思 ○いじめのない学校作り ○生活アンケートではレー 学級会や学習指導でクラスの問題点などを話 ○今年度は，天の原小学校の ・地域人材・題材の活用
い 思いやり ダーチャートが各項目 ３ し合って改善に努めた。 開校を目前にして，今まで ○道徳コーナーの充実・継続（生活アンケートのチェック，いじめチェックリスト

す や があり誇 １．０以上を目指す 以上に愛校心への意識が高 ○全校朝会等，機会がある毎にのチェック，面談等の実施）

り りをもつ ○自己存在感を高める授業づくり ○生活アンケートの自尊感 帰りの会で互いのよさに目を向けた活動を取 まったと思います。 指導・評価する。
の 児童の育 情項目で を目指す ３ り入れたのが効果的だった。 ○先日の講演会のお話にもあ ○自尊感情を高めるための人権1.0 A
心 成 ○丁寧な言葉遣いをする。 ○各学級で一日のめあてに 職員室への入り方・あいさつの仕方等大変よ りましたように，群れ遊び 学習の取組
・ あいさつの徹底 かかげ，帰りの会で振り ３ くなってきた。 の少ない世の中です。なの ○言葉遣いについては，家庭と

る 返り９割達成をめざす。 ほめて育てようと意識してしている。 で，このように道徳への指 連携しながら繰り返し指導が徳
○ソーシャルスキルトレーニング ○月１回の学級活動の時間 対人関係の体験学習を通して，学校生活に意 導に力を注いでいただいた 必要。

の充実 の実施 ３ 欲的な態度が見られるようになってきた。 のは，とてもありがたいと ○相手を大事にするという観点
○６年生の掃除リーダー活動を実 ○自尊感情意識調査の平均 高学年リーダーに毎時間みんなで感謝の言葉 思いました。 から，相手の話をしっかり聞

施する 以上を目指す ３ をかけ上級生としての自覚を持たせた。 く態度のさらなる育成
評 ○休み時間での遊びの励行，学級 ○９割以上の児童が運動場 委員会などの仕事がないときは，だいたい外 ○工事の影響で教育活動がス ○委員会で当番を決めて教室に

外遊びの 遊びの工夫 で遊ぶようになる ３ で遊んでいる。 ムーズに行かないことがあ 声かけに行く。
健 励行 男女仲良くドッジボールをしたり，ひまわり り大変だったと思います。 ○全員遊びなどを計画し，遊び
や 合戦をする姿が見られた。 ○静かに食べる時間があるこ の紹介をする。
か ○給食等で好き嫌いをしない重要 ○給食週間・学級指導等で 給食時間に具体的な指導（食器の配膳の位置 とは，とてもいいことだと ○給食主任が，給食時間に細か

価 な 食に関す 性の具体的指導。 のアンケートにより８割 ３ ･持って食べる等）ができた。 思います。かむことに集中 い指導をする。A
体 る指導 手作り弁当の推進 (高学年) 以上をめざす。 苦手な食材でも感謝の気持ちを持って食べる できるのでよくかんで食べ ・茶碗は持って食べる。
・ ようになってきている。 ることができます。 ・食器の配膳位置 等

○実質的な運動の時間の確保・場 ○運動能力テストの分析 体力テストの結果を意識しながら授業作りを ○体育館が使用できないのに ○体力テストをもとにした学年体 ，
体育学習 の工夫 （昨年度より向上してい 行った。 よく工夫されて頑張られた ごとの体力向上プランを作成
の活性化 ○運動能力テストの実施による体 ること） ３ 準備運動の時に体力テストで足りなかったと と思います。 する。

力の監視 ころを意識して取り組んだ。
◇ 評価について ・ 自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できてていない（６０％未満）【

・ 学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価はほぼ適切である Ｃ：自己評価はあまり適切でない Ｄ：自己評価は不適切である【



（様式１－２）

大牟田市立笹原小学校 ＮＯ２平成２４年度 学校評価報告書
評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画

領 域 評価の観点 評価指標 評価 結果（成果と課題） 評価 次年度における改善策（案）（ ）①取組指標または②成果指標 コメント

○年間指導計画や週案の作成 ・作成状況 年間カリキュラムに則り実施ができた ○目的意識をもって取り組 ○週案の徹底
○指導構造の工夫改善 ・移行措置内容の把握と指導 各教科とも必ず「めあて 「まとめ」を書 まれているのは，いいこ ○授業の改善を図る。」

・計画的な板書計画 く板書を意識してきた。 とだと思います。 ・単元全体で，何を習得・活用さ
※めあて，まとめの板書実施 算数の学力が全国を下回る項目がある。 ○教育指導計画に従って， せるのかを明らかにする。
・国語，算数の総合学力値の全国平 放課後がなかなか時間がとれず十分な指 計画的に指導して頂いて 【算数：活用の学習過程の例】

教育課程・学 均の達成努力 ３ 導はできていない。 いるのがよく分かった。 めあて： ～のわけを説明しよう」A 「
総 習指導 ○総合学習・生活科の充実 ・相手意識や目的意識を明確にした 子ども達は本当に読書が好きである。 ○読書好きな子供が多いと 等思考や言語活動を重視する。

（伝えるを重点） 実践 読書では，年間２００冊を越える児童も いうことで，とてもすば ○ の推進を計画的に実施してESD
○読書活動の充実 ・１００冊読書推進 多く，本に親しませることができた。 らしいことだと思いま いる。地域の環境にも恵まれ，
○個に応じた指導の工夫 ・放課後の補充指導 休み時間や放課後の補充指導で計算力を す。 内容も充実しているのでより改

付けることができた。 善していきたい。
○いじめ・不登校への組織的 ・生活アンケートの実施と教育相談 アンケートをもとにした教育相談で子ど ○先生方で情報の共有化が ○学習規律の徹底など，学級学校

対応 の取組 もの思いをつかむことができた。 図られていることは，と の決まりを守ることの意義を教
○問題行動への対応 ・報告，連絡，相談の迅速化 家庭との連絡をもっと密にしていく必要 てもよいことだと思いま える。

括 生徒指導 ・家庭や関係機関への対応 ３ がある。 す。 ○積極的な生徒指導を展開する。A
○積極的な生徒指導の推進 ・授業を中心にした子どもの人間関 問題があると共通理解をして対応できた ○保護者と学ぶ規範意識育 ○生活アンケートの実施・分析。

係づくりの充実化 生活アンケートが日頃の児童観察等でい 成事業の研修会がとても ○ などを年間計画に入れ込CSS
じめがないように配慮した。 よかったです。 む。

○保健管理体制の充実 ・児童を対象にした健康管理体制の 健康に関する指導（含予防）を日常的に ○お手紙や ボード等で ○日常の点検活動の徹底M
確立 行うことで自分の体や心の健康に留意さ 保健室の先生の頑張りが ○特に，もと天道小学校の子どもA

保健管理 ・日常の健康観察や疾病予防，校内 ３ せた。 伝わってきました。親に 達が施設設備等になれるように
事故への迅速な対応 校内事故等発生時，全職員・児童・皆協 とっても役立つ内容で良 配慮していきたい。

的 力して迅速な対応ができた。 かったです。
○安全対策 ・施設設備の安全点検と改善 問題が起きたらすぐに対応することがで ○子供に集団登校させる理 ○日常点検の徹底

安全管理 ・通学路の安全点検の実施 ３ きた。 由をもっと理解させた方 ○通学路も広くなり， とともA PTA
・集団登校の円滑な実施 交通指導を通して，安全面の確認や集団 がいいのかもしれませ に地域の安全点検等取り組んで

登校の実態を把握してきた。 ん。 いきたい。
○個に応じた指導 ・個別の指導計画や特別支援計画の 交流学級の担任と週案作成の段階から打 ○個に応じた指導が適切に ○個別指導計画に合わせた日常の

特別支援教育 作成と実践 ３ ち合わせをすることができた。２学年の 行われていると思いま 指導の実施A
・通常学級の児童との交流学習 連絡調整は時間的にきびしいものがある す。一人一人が大切にさ ○さらなる専門機関との連携。

な れています。
○校務分掌の効率化 ・協働体制の推進 会議は計画的に行われている。 ○様々な調査等先生方も大 ○学校再編により，組織も大きく

組織運営 ○会議の効率化 ・終礼や職員会議の充実 ３ 気になる子の情報交換もとりいれるなど 変ご苦労をされていると 変わる事が予想されるので，細A
○財務執行 ・学校予算の計画的運営 内容も充実している。 感心しました。 かい面まで共通理解し，運営し
○服務 ・服務の適正化 ていかなければならない。
○授業改善 ・講師招聘の授業研究会の実施 言語活動を通した思考力･表現力の向上 ○先生方の指導法研究によ ○学校運営への参画意識の高揚の

研修 ・学級訪問による授業協議会 ３ を，国語科のみならず他の教科でも意識 り，確実に結果が出たと ための役割意識を明確にする。A
・テーマの日常化の取組 してめざしてきた。 思います ○研修してきたことを他の教師に

評 ・校外研修の参加 伝えて広める機会を作る。
○教育目標の設定 平成２３年度の改善計画にのっとり，具 ○学校関係者評価委員会で ○学力の向上が学校としては大事・児童や学校の実態をふまえた目標設定

・重点目標の妥当性 体的手立てを考え実践してきた。 の資料提示・担当の先生 な命題ではあるが，心の育成と
教育目標・学 ・実現のための具体的手だて 重点目標は妥当であった。 方の取組に対する分かり 体力の向上もバランスのとれた
校評価 ○自己評価の実施 ・自己評価表の項目設定 ３ 知・徳･体のそれぞれの担当者が課題をし やすい説明があり，説明 教育をする上からも大事。A

・全職員による評価の体制 っかりと把握し，職員に提案し，取組を 責任がきちんと果たされ ○学校関係者評価委員会でのより
・外部アンケートの実施と活用状況 工夫できた。 ていると思います。 分かりやすい資料の提示に心が

○学校関係者評価 けたい。・学校関係者評価の次年度への活用状況

価 ○学校公開 ・学校だよりや学級たよりなどによ ボード・学級だより･学校だより等で ○ ボートはとても楽し ○ ボードの出し方をもう少し増M M M，
情報提供 る情報提供 ３ 学校の日常的な取組について紹介してい みにしています。 やすようにしたい。A

・地域や保護者への学校公開の行事 った。 ○開かれた学校作りをして ○新年度より緊急メール発信の活
・ホームページの活用 頂けると親も安心です。 用を保護者に推進したい。

保護者・地域 ○双方向交流 ・学校行事等への参加状況 総会への参加が依然として少ない。 ○参加が少ないのは，保護 ○地域の活動と学校とのあり方をPTA
住民等との連 ・地域人材，教育資源の活用 ３ 学校行事・ 行事等，地域の方々にも 者の意識の問題が大きい 融合性を図りたい。PTA A
携 ・ＰＴＡや地域団体との連絡の充実 積極的に助けて頂いた。 と思います。

○施設・設備 ・施設，設備の活用状況 大規模改造にともない，工事が多かった ○工事で活動が制限された ○学校再編で施設が今まで以上に
教育環境整備 ・安全，維持管理のための取組状況 ３ ので，いろいろな面で教育活動に支障を と思います。来年に期待 充実されるので，教育活動に十A

○教材・教具等 ・設置者と連携した教材，教具，図 きたした。 したいと思います。 分活用していきたい。
書の整備状況

◇ 評価について ・ 自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できてていない（６０％未満）【
・ 学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価はほぼ適切である Ｃ：自己評価はあまり適切でない Ｄ：自己評価は不適切である【


